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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：ミオシンは、ATPase活性を持つアクチンベースのモーター分子です。非従来型ミオシンは細胞内運動に関与しています。ミオシンの大きく分岐した尾部は膜状の区画に結合し、アクチンフィラメントに対して移動すると考えられています。脳の発達において、タンパク質ホスファターゼ1の触媒サブユニットの標的化に関与している可能性があります。,類似性：1つのIQドメインを含みます。,類似性：2つのミオシンヘッド様ドメインを含みます。,類似性：7つのANKリピートを含みます。,細胞内局在：遊走顆粒細胞の形態を持つアストロサイトおよび解離した小脳細胞の細胞体および突起の点に見られます。,サブユニット：PPP1CAおよび/またはPPP1CCに結合します。ATP感受性様式でF-アクチンに結合します。,機能：ミオシンは、ATPase活性を持つアクチンベースのモーター分子です。非従来型ミオシンは細胞内運動に関与する。その大きく異なる尾部は膜状区画に結合し、アクチンフィラメントに対して相対的に移動すると考えられる。脳の発達過程において、タンパク質ホスファターゼ1の触媒サブユニットの標的化に関与している可能性がある。,類似性：IQドメインを1つ含む。,類似性：ミオシン頭部様ドメインを2つ含む。,類似性：ANKリピートを7つ含む。,細胞内局在：遊走顆粒細胞の形態を示すアストロサイトおよび解離した小脳細胞の細胞体および突起の点状部に認められる。,サブユニット：PPP1CAおよび／またはPPP1CCに結合する。ATP感受性でFアクチンに結合する。,
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	パラフィン包埋ヒト肺扁平上皮癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

